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–––––本製品を正しく安全にご使用いただくために––––– 

● ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みになり、製品を正しく取り扱ってください。 

● 本書冒頭および本文中に記載の注意事項は必ず守ってください。 

● 取扱説明書は、必要な時にすぐ利用できるように大切に保管してください。 

● 本製品を使用した機器装置の取扱説明書に、本書の内容を反映してください。 

油研工業株式会社 

 

PM モータ搭載形省エネ油圧ユニット 

HE-YA パック 
 
 

適用形式 

HE-YA16-B-2-1.5-10 
HE-YA16-B-2-2.2-10 
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–––––––––––––––––––––  本書について  ––––––––––––––––––––– 

●  取扱説明書に記載の図は一部抽象化して表示するなど、実際の製品とは必ずしも合致しないことが

あります。 

●  取扱説明書の内容は製品の改良などによって、将来予告なしに変更することがあります。 

●  取扱説明書の内容は万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づ

きの点がありましたら、製品ご購入の販売店または弊社販売窓口へご連絡ください。 

●  取扱説明書に乱丁・落丁が有りましたらお取り換えいたしますので、弊社販売窓口にご連絡くださ

い。 

●  油研工業株式会社の許可なしに取扱説明書を転載、複製、改変することを禁止します。 
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■ 安全上の注意 

● この取扱説明書は、油圧・電気に関する基礎知識のある方（弊社の技術研修を受けた方、 

あるいは本書の内容を十分に理解できる方）を対象に書かれています。 

● 本製品は上記相当の油圧・電気知識のある方、またはその指導のもとに取扱ってください。 

● 取扱説明書に記載されている指示・警告事項を正確に、最終ユーザに必ず伝達してください。 

● 本製品を譲渡・売却する場合は、この取扱説明書を必ず添付してください。 

● 本モータはインバータ駆動専用です。商用電源を直接モータに接続しないでください。  

故障の原因になります。 

この取扱説明書では、安全上の注意事項を「危険」・「警告」・「注意」のランクに分類して表示し

てあります。内容をよく理解してから本文をお読みください。 

 

その表示と定義は次の通りです。 

危険 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して

生じることが想定される場合。 

 

警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定 

される場合。 

 

注意 
この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される場合 

および物的損害のみの発生が想定される場合。 

「注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。 

いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。 
 
弊社では、本書に記載した使用方法・取扱方法以外で使用された場合は、事故・損害などの責任は負

いかねますので予めご了承ください。 
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必ずお守りください。 

 

警告 

 

■ 設置について 

● 本製品の設置・移動・ケーブルの接続の際には必ず電源を切ってから行って下さい。 

これを怠ると感電、火災、死亡事故につながります。 

●  多湿の場所では使用しないで下さい、火災、感電の原因となります。 

● 万一、漏電した場合の感電防止のため、必ずアース線を取り付けて下さい。 

●  次のような所には絶対にアース線を取り付けないで下さい。 

           ・ガス管 

           ・電話専用アース線 

           ・避雷針 

           ・水道管や蛇口 

■ 万一の対処 

● 発煙の対処 

煙が出ている、変な臭いがする等の異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因となります。 

すぐに電源を切り、煙が出なくなるのを確認してサービス窓口へご連絡下さい。 

お客様による修理は危険ですから絶対におやめ下さい。 

● 破損時の対処 

本製品を落としたり、倒したりした場合は、すぐに電源を切りサービス窓口へご連絡下さい。 

そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

● 水が装置内部に入った場合の対処 

内部に水が入った場合は、すぐに電源を切りサービス窓口へご連絡下さい。 

そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

■ 禁止事項 

● 改造の禁止 

本製品を改造しないで下さい。火災・感電・けがの原因となります。 

● 分解の禁止 

本製品を分解しないで下さい。感電・故障の原因となります。 

● ぬらすことの禁止 

本体に水が入ったり、ぬらさないようにして下さい。火災・感電・故障の原因となります。 

■ 電源 

● 指定電源以外の禁止 

仕様範囲以外の電源は絶対に使用しないで下さい。火災・感電の原因となります。 

■ その他 

● 異物を入れないための注意 

本製品の上にビスや配線の切り屑、また小さな金属類を置かないで下さい。 

中に入ったときは火災・感電の原因となります 
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注意 

 

■ 設置場所 

● 火気のそばへの設置禁止 

本製品や、ケーブルを熱器具等の発熱する物の近くに設置しないで下さい。 

ケーブルの被覆や端子が溶けて、火災・感電の原因となることがあります。 

● 温度の高い場所への設置禁止 

本製品を直射日光が当たる場所や、温度の高い場所へ設置しないで下さい。 

内部の温度が上がり、火災・故障の原因となることがあります。 

● 油飛びや湯気が当たるような場所への設置禁止 

作動油や蒸気が発生する場所、ほこりの多い場所へ設置しないで下さい。 

火災・感電・故障の原因となることがあります。 

●  不安定な場所への設置禁止 

ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないで、制御盤内の安定した場所に取り付

けて下さい。 

また、本製品の上に重い物を置かないで下さい。 

バランスが崩れて倒れたり、落下して怪我の原因となることがあります。 

■ 禁止事項 

● 指定以外の端子接続禁止 

本製品に不適合の端子と接続しないで下さい。接触不良・発熱・故障の原因となる事があります。 

● 乗ることの禁止 

本製品に乗ったり、腰掛けたり、座ったり、よりかかったりしないで下さい。 

倒れたり、壊れてケガの原因となることがあります。 

● 触れることの禁止 

通電中は端子台に触れないで下さい。 

ショート等により、故障・誤動作の原因となることがあります。 

電源投入の有無にかかわらず基板の部品実装部分には触れないでください。 

電蝕・誤動作の原因となることがあります。 

● たたくことの禁止 

本製品をたたかないで下さい。 

故障の原因となることがあります。 

● 振ることの禁止 

本製品を振らないで下さい。 

故障の原因となることがあります。 
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1 はじめに 

1.1 本書について 

本書は PMモータ搭載形省エネ油圧ユニットについて記載しています。おもに搭載インバータに 

ついて記載しています。本ユニットは下記より構成されており、その詳細については個々の 

取扱説明書を参照して下さい。 

【本ユニットを構成する取扱説明書一覧】 

(1) 可変ピストンポンプ (油研：ARポンプ) 

(2) 圧力センサ (日本電産コパル電子製：PA-972) 

(3) モータ(MN1-＊-10) 

(4) 汎用インバータ (デルタ電子製 MH300 シリーズ) 

※上記取扱説明書はご購入の販売店、または弊社営業所までお申し付け下さい。 

 

1.2 概要 

本ユニットは、可変ピストンポンプにインバータ、および圧力センサを組み合わせた油圧ユニッ

トです。負荷圧力を圧力センサで検出し、インバータにより必要な回転数(周波数)に最適に制御

することで大幅な省エネが可能となります。その制御構成および圧力－流量特性と回転数の関係

は下記の通りです 

 

●ポンプの役割    ：吐出し量および圧力を制御し、予め設定された F.C.O.圧力に近づくと、 

吐出し量は自動的に減少し、設定圧力が保持されます。ポンプ吐出し量調

整は基本的にポンプ側で行います。 

●インバータの役割：C.O.圧力まで一定回転数(例えば 1800 r/min)で制御し、F.C.O.圧力保持時 

には最低回転数(300 r/min)にさせることで従来のＹＡパックに対し、省

エネ効果が得られます。 

 

※ 許容回転数は 300～1800 r/min となります。 

 

図１ 制御構成            図２ 圧力－流量特性と回転数の関係 

 

 

 

 

  

M

PT 内蔵PLC

インバータ

圧力センサ

PMモータ

可変

ピストンポンプ AC200V
50/60Hz

出力信号

周波数指令

周波数＆流量

制御周波数

制御流量

負荷圧力F.C.O

C.O点

減速開始圧力

調整可能

最高設定

回転数

最低設定

回転数
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1.3 モデル番号の構成 

モデル番号の構成 

HE－ YA 16 －B －2 －1.5 －10 

機  種 シリーズ番号 

搭載ポンプ理論

押しのけ容積 

cm3/rev 

圧力調整範囲 

MPa 

タンク容量 

L 
モータ出力 

デザイン 

番号 

PM モータ搭載 

形省エネ 

YA：標準 

油圧ﾕﾆｯﾄ 
16：15.8 B：1.2～7.0 2:18 

1.5：1.5 kW×4P 

10 
2.2：2.2 kW×4P 

 

1.4 各部の名称 

各部の名称は次の通りです。 

 

 

  

圧力センサ 

油圧ポンプ 

モータ 

油タンク 

インバータ 

制御ボックス 

給油口 

ラジエータ 

圧力計 

油面計 



 

- 9 - 

△注意！

2 インバータ 

2.1 品種構成 
本ユニットに搭載されているインバータはモータ出力により異なり、下記の 2 種類あります。 

①（モータ出力） 1.5kW：（型式）MH300 シリーズ-VFD7A5MH23ANSAA 

②（モータ出力） 2.2kW：（型式）MH300 シリーズ-VFD11AMH23ANSAA 

 

2.2 仕様 

 
容量 

1.5kW 2.2kW 

型式 VFD7A5MH23ANSAA VFD11AMH23ANSAA 

入力電源 3φ, AC 200～240 V (-15%～+10%), 50/60 Hz 

外形寸法 H142 x W72 x D158 H157 x W87 x D167 

概略重量 1.05kg 1.24kg 

IP 等級 IP20 IP20 

冷却方式 ファン冷却 ファン冷却 

周囲温度（注１） -20℃～＋50℃（結露、凍結のないこと） 

周囲湿度（注１） 90%以下 

標高・振動 海抜 1000m 以下、9.8m/s2以下 

使用場所（注２） 屋内（腐食性ガス・引火性ガス・オイルミストのないこと） 

 

 

 

注１．インバータ単体での値です。 

注２．本ユニットに防水性はありません。屋内で使用して下さい。また周辺には通風を妨げる 

物や銘板が見えなくなるような障害物を置かないで下さい。 

注３．その他詳細は、別途【デルタ電子汎用インバータ(MH300)】取扱説明書の第 9章を 

参照して下さい。 
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2.3 盤面(外観) 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

(予備) 

電源配線用 

グロメット付き 

モニタ窓 

通気穴 
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2.4 盤内(インバータ) 
 

 

キーパッド説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示画面 詳細  表示画面 詳細 

 

周波数設定値の表示 
 

 

出力電流値の表示 

 

出力周波数表示 

(電源投入時初期画面) 

 

 

PLC の実行/停止 

(出荷時は PLC1) 

 

圧力表示（bar） 

ユーザ任意設定で Pr.00-04 にて 

表示内容の変更が可能 

※表示一覧は【デルタ電子汎用イ

ンバータ（MH300）】取扱説明書

の第 11 章を参照して下さい。 

 

注1. 工場出荷時は外部運転信号による運転となっていますので、RUN・STOP/RESET キーでの運転・ 

停止は出来ません。本キーを使用し運転・停止を行う場合は、パラメータ［Pr.00-21］を 0に 

変更して下さい。 

ディスプレイ 

周波数、電流、設定、 

エラーコード等の表示。 
 
 

 
 

Mode キー 

表示画面の切換え。 
 
ダイヤル 

回転：数値設定やパラメータ選択 

押し：パラメータ設定画面(P) 

      または決定ボタン 
 
シフトキー 

数値設定 

インバータ本体 

モニタ 

(キーパッド) 

(注 1)RUN キー 

    運転開始。 

(注 1)STOP/RESET キー 
    運転停止やエラー時の 
    リセット。 
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3 運転 

3.1 運転までの手順 
 

          据付       別途【YAパック低騒音標準油圧ユニット】の取扱説明書を 

参照して行って下さい。 

          ↓ 

          配管     別途【YAパック低騒音標準油圧ユニット】の取扱説明書を 

参照して行って下さい。 

                    ↓ 

       作動油の注入      別途【YA パック低騒音標準油圧ユニット】の取扱説明書を 

参照して行って下さい。 

                    ↓ 

       ケーブルの接続    3.2、3.3 項に従って行って下さい。 

 

                    ↓ 

          電源投入      接続状態および電圧をよく確認してインバータへの電源を 

ON として下さい。 

                    ↓ 

      インバータ本体の設定   工場出荷時に設定済みです。（注１） 

                    ↓ 

            圧力・流量の設定   工場出荷時に設定済みです。（注２） 

          ↓ 

               運転        インバータ本体の運転ｽｲｯﾁにまたは外部運転信号により運転しま 

す。（注３） 

 

注１． お客様にて再設定する場合は 3.5 項を参照して下さい。また、別途 

【デルタ電子汎用インバータ(MH300)】の取扱説明書を参照して行って下さい。 

注２． お客様にて再設定する場合は別途【YAパック低騒音標準油圧ユニット】の 

取扱説明書を参照して行って下さい。 

注３. 工場出荷時は、外部運転信号による運転となっています。 
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△警告！

3.2 電源ケーブルの接続 
【重要】 

本インバータ制御盤の電源側保護のため電源ケーブル給電側には必ず配線しゃ断器を設置して

下さい。また漏電しゃ断器を使用する場合はインバータ対応品（高調波サージ対応品）を使用し

て下さい。 

 

接続手順 

①インバータ制御盤下部の膜付グロメット（左側） 

を貫通させて盤内へケーブルを通します。 

2.3 項「盤面」および 2.4 項「盤内」を参照して下さい。 

②ケーブルの各芯線に圧着端子を取付ます。（注１） 

③下図のようにフロントカバーを取り外し、端子へ 

電源（R/L1, S/L2, T/L3）および接地を接続します。 

（注２） 

 

 

配線イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

※モータ側配線(U/T1, V/T2, W/T3)は、出荷時施工済み。 

 

 

 

注１．端子台への接続は必ず圧着端子を使用して下さい。 

注２．感電防止のために必ず接地して下さい。（Ｄ種接地、接地抵抗 100Ω以下） 

また、単独で接地端子へ接続して下さい。 

 
 
 
 

  

両側を押しながら 

カバーを外す。 

※左図は配線のための参考図です。 

インバータサイズごとに 

詳細形状は異なります。 

 

入力電源 
モータ 
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推奨端子形状(注１) 

 

 W(MAX) t(MAX) 端子ねじサイズ 

1.5kW 7.2 1.0 M4 

2.2kW 10.5 1.2 M4 

単位：mm 

 

 

 

推奨する配線しゃ断器、電源ケーブル 

 

インバータ出力 

インバータ図番 

1.5kW 2.2kW 

配線遮断器 定格電流 

(インバータ最大入力電流) 

（注２） 

25A 

(Max.9.6A) 

40A 

(Max.15A) 

電源ケーブル 
4.0sq - 4 芯 

（12AWG） 

6.0sq - 4 芯 

（10AWG） 

 

注１.詳細は、別途【デルタ電子汎用インバータ(MH300)】取扱説明書の第 5章を 

参照して下さい。 

注２.詳細は、別途【デルタ電子汎用インバータ(MH300)】取扱説明書の第 7章(2節)を 

     参照して下さい。 
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3.3 信号ケーブルの接続 

外部運転信号用のケーブルを接続して下さい。 

［MI1］と［DCM(1)］を短絡すると運転します。 

芯線のバラケ等の対策が必要な場合は、下記推奨端子形状の棒端子をご使用下さい。 

【推奨ケーブル：0.25 ～ 0.75sq（24 ～ 18AWG）、被覆剥き長さ：9mm】（注 1） 

 

制御端子図 

        

 

 

推奨端子形状(注 2) 

 

AWG メーカ 型式 A(MAX) B(MAX) D(MAX) W(MAX) 

0.25mm2 

［24AWG］ 

PHOENIX 

CONTACT 
AI 0,25-8 YE 12.5 8 2.6 1.1 

0.34mm2 

［22AWG］ 

PHOENIX 

CONTACT 
AI 0,34-8 TQ 12.5 8 3.3 1.3 

0.5mm2 

［20AWG］ 

PHOENIX 

CONTACT 
AI 0,5-8 WH 14 8 3.5 1.4 

注１.棒端子をご使用の場合は、最大ケーブル径 0.5sq（20AWG）となります。 

注 2.詳細は、別途【デルタ電子汎用インバータ(MH300)】取扱説明書の第 6章を参照して下さい。 

 
 
 

接点閉で RUN 

接点開で STOP 
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3.4 結線図 

 

注１.棒端子をご使用の場合は、最大ケーブル径 0.5sq（20AWG）となります。 
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3.5 パラメータ設定 
(1)パラメータ選択画面にする。(ダイヤルボタンを押す。) 

(2)変更したいパラメータ番号の選択。(ダイヤルを回して選択。ダイヤルを押すと決定。) 

(3)数値を設定/変更する。(ダイヤルを回して選択。ダイヤルを押すと決定。)  

(4)セット完了。 

 

 

下記の圧力、周波数設定値は固定値で出荷となりますので、使用条件に合わせて変更して下さい。 

パラメータ

No. 
名称 デフォルト値 単位 

Pr.04-50 最高回転数 1800 r/min 

Pr.04-51 最低回転数 300 r/min 

Pr.04-52 
省エネ運転：減速開始圧力 1.5kW：200 

2.2kW：300 

MPa×10-2 

定消費電力運転：設定動力 kW×10-2 

Pr.04-53 F.C.O 圧力 
1.5kW：300 

2.2kW：400 
MPa×10-2 

Pr.04-54 加速時間(A 区間) 10  sec×10-2 

Pr.04-55 減速時間(A 区間) 10 sec×10-2 

Pr.04-56 加速時間(B 区間) 10 sec×10-2 

Pr.04-57 減速時間(B 区間) 10 sec×10-2 

Pr.04-63 ポンプ押しのけ容積 158 cm3/rev×10-1 

Pr.04-68 運転モード 1 

0：定速運転   

1：省エネ運転 

2：定消費電力運転 

Pr.03-15 圧力センサ入力端子遅れ 0.00 sec 

Pr.00-21 運転コマンド 1 0：RUN・STOP キーに

よる運転 

1：外部運転信号によ

る運転  

 

 

 

  

省エネ運転 定消費電力運転 

周波数＆流量

周波数

流量

負荷圧力
F.C.O圧力

Pr.04-53
減速開始圧力

Pr.04-52

最高設定回転数

Pr.04-50

最低設定回転数

Pr.04-51

A区間 B区間

定速運転 
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△注意！

その他は、別途【デルタ電子汎用インバータ(MH300)】取扱説明書の第 11、12 章を参照して下さ

い。また、ポンプ押しのけ容積と F.C.O 圧力の設定については、別途【YAパック低騒音標準油圧

ユニット】の取扱説明書を参照して下さい。 

 

 

 

 

4 保護機能 
本インバータには保護機能があります。 

 

4.1 インバータ本体 
インバータに異常が発生すると保護機能が動作し、モータが停止して本体の表示部にエラー表

示されます。保護機能が動作しインバータ出力停止状態となった場合、リセットしない限り再始

動は出来ません。RESET ボタンを押すか、インバータ制御盤への電源を一度 OFF にして再投入し

て下さい。 

エラー表示の一覧は次ページ以降に記載します。また、詳細は別途【デルタ電子汎用インバータ

(MH300)】の取扱説明書を併せて参照して下さい。 

 

 

 

①保護機能が動作した時はその原因をよく確認して処置を行ってからリセットして 

運転を再開して下さい。 

②本モータはインバータ駆動専用です。商用電源を直接モータに接続しないでください。 

 

 アラーム発生時のフロー 

         異常発生     

                 

          ↓ 

       保護機能動作    モータが停止して本体の表示部にエラー表示される。 

 

                    ↓ 

         原因調査       原因調査は周囲の状況をよく確認しながら行って下さい 

 

                    ↓ 

         リセット     

 

                    ↓ 

          運転確認      正常な運転であることを確認してから現場を離れて下さい。 
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4.2 表示(警告、アラーム) 
インバータにて異常を検出した場合には、モニタにエラーコード(異常内容)が表示されます。 

 用途 , 動作 リセット , 再始動 

警告 

（Warning） 

すぐにインバータを止めるほどではないが、 

状態継続が好ましくない場合に注意喚起 

として表示します。インバータ出力の遮断は 

しませんが、警告表示がされます。 

（一部パラメータ設定による。） 

自動でリセットされます。 

一部の警告は手動リセットが必要な場合があり

ます。 

（パラメータ設定による。） 

アラーム 

（Alarm） 

ハードウェアを保護するため出力を遮断し、 

アラーム表示がされます。 

操作パネルの「RESET」ボタン、通信によるリセ

ット指令、電源再投入により手動でのリセット

が必須となります。 

 

再始動は運転指令を入れ直してください。 

アラームが作動した条件を解消しないと、リセ

ットをしても同じアラーム状態は続きます。 

 

異常内容の表示：キーパットのディスプレイにエラーコードが表示されます。 

 

パラメータユニットの 7セグメントディスプレイ対照表 
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警告リストを以下に記載します。 

 

表示 警告内容 

oH1 

インバータ内部 IGBT の過熱を検出。 

Pr.06-15 で設定した温度レベルを超えた場合 oH1エラーを表示します。 

IGBT の温度が設定値から 5℃以下となった場合、表示は自動でリセットされます。 

PID 

PID フィードバック信号エラー(信号の消失) 

Pr.08-09 アナログフィードバックの警告信号が有効な場合に機能します 。 

デフォルトは Pr.08-09=0 であり、この場合警告表示され運転は継続します。 

フィードバック信号を検知すれば、自動的にリセットされます。 

PGFb 

PG フィードバックエラー警告 

Pr.10-08 により警告が有効な場合に機能します。 

デフォルトは Pr.10-08 =2 で、この場合警告表示され運転を停止します。  

oSPd 

速度超過警告 

Pr.10-12 により警告が有効な場合に機能します。 

デフォルトは Pr.10-12 =2 で、この場合警告表示され運転を停止します。 

dAvE 

速度偏差超過警告 

Pr.10-15 により警告が有効な場合に機能します。 

デフォルトは Pr.10-15 =2 で、この場合警告表示され運転を停止します。 

oH3 

モーター過熱警告。 

インバータがモータ内部の温度を検出し、Pr.06-30 の検出レベルを超えた時に警告表示し

ます。 

Pr.06-29 により警告が有効な場合に機能します。 

デフォルトは Pr.06-29 =0 で、この場合警告表示され運転は継続します。 

Pr.06-30 の検出レベル以下の場合、oH3 警告は自動的にリセットされます。 

■モーターが過負荷になっていないか確認する 

■Pr.05-01 モータ定格電流値が適切かを確認します 

■モーター容量を大きくする 

oSL 

オーバースリップ警告 

Pr.07-31 により警告が有効な場合に機能します。 

デフォルトは Pr.07-31 =0 で、この場合警告表示され運転を停止します。  

tUn 

オートチューニング実行中の表示。 

自動調整を実行すると、キーパッドに「tUn」が表示されます。 

自動調整が終了し問題なく完了した場合、表示は自動的になくなります。 

PLod 
PLC ダウンロードエラー警告 

PLC のダウンロード中に、プログラムのソースコードが正しくないことを検出し警告を表示。 
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アラームリストを以下に記載します。 

 

表示 アラーム内容 

ocA 

加速中に出力電流がインバータ定格電流の 3倍を超えている。 

■U-V-W からモータまでの配線に絶縁不良等ないか確認。 

■加速時間を長くする。 

■インバータ容量を大きくする。 

ocd 

減速中に出力電流が定格電流の 3倍を超えている。 

■U-V-W からモータまでの配線に絶縁不良等ないか確認。 

■加速時間を長くする。 

■インバータ容量を大きくする。 

ocn 

一定速中に出力電流が定格電流の 3倍を超えている。 

■U-V-W からモータまでの配線に絶縁不良がないか確認。 

■加減速時間を長くする。 

■インバータ容量を大きくする。 

GFF 

地絡保護回路が作動。 

インバータが出力端子の接地短絡を検出し、かつインバータ定格電流の 50%よりも大きい。 

※本アラームはインバータ保護であり、人体に対する保護ではありません。 

■インバータとモータ間の配線に短絡・接地がないか確認。 

 また、出力側配線に絶縁不良がないか確認。 

■IGBT モジュールが破損していないか確認。 

occ 
IGBT モジュールの上下間ブリッジの短絡を検出した場合。 

■メンテナンス・修理が必要。 

ocS 
停止中に過電流が発生し、ハードウェア回路内の異常電流を検出した場合。 

■メンテナンス・修理が必要。 

ovA 

加速中のインバータ内部の過電圧を検出。 

■入力電圧がインバータの定格電圧範囲内にあるか。 

■サージ電圧の有無確認。 

■加速時間を長くするか、ブレーキ抵抗(オプション)を使用する。 

ovd 

減速中のインバータ内部の過電圧を検出。 

■入力電圧がインバータの定格電圧範囲内にあるか。 

■サージ電圧の有無確認。 

■減速時間を長くするか、ブレーキ抵抗(オプション)を使用する。 

ovn 

一定速運転中のインバータ内部の過電圧を検出。 

■入力電圧がインバータの定格電圧範囲内にあるか。 

■サージ電圧の有無確認。 

■加減速時間を長くするか、ブレーキ抵抗(オプション)を使用する。 
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表示 アラーム内容 

ovS 

停止中に過電圧が発生し、ハードウェア回路内の異常電圧を検出した場合。 

■入力電圧がインバータの定格電圧範囲内にあるか。 

■サージ電圧の有無確認。 

LvA 

加速中、インバータ内部電圧が Pr.06-00 設定値より下回る場合。 

■入力電源電圧が正常か確認。 

■急激な高負荷がかかっていないか確認。 

■Pr.06-00 の設定確認。 

Lvd 

減速中、インバータ内部電圧が Pr.06-00 設定値より下回る場合。 

■入力電源電圧が正常か確認。 

■急激な高負荷がかかっていないか確認。 

■Pr.06-00 の設定確認。 

Lvn 

一定速運転中、インバータ内部電圧が Pr.06-00 設定値より下回る場合。 

■入力電源電圧が正常か確認。 

■急激な高負荷がかかっていないか確認。 

■Pr.06-00 の設定確認。 

LvS 

停止中、インバータ内部電圧が Pr.06-00 設定値より下回る場合。 

■入力電源電圧が正常か確認。 

■急激な高負荷がかかっていないか確認。 

■Pr.06-00 の設定確認。 

OrP 

電源入力の欠相保護。 

■電源とモデル確認。 

 (三相モデルで単相電源入力していないか。) 

oH1 

IGBT 温度が保護レベルを超えた場合。 

■周囲温度が高すぎないか確認。 

■ヒートシンクに異物がないか。ファンが駆動しているか確認。 

■インバータ換気が十分か。 

oH2 インバータ内部の主要部品が高温検出。 

tH1o IGBT の温度検出回路に異常がある。 

tH2o コンデンサ温度検出回路に異常がある。 

oL 

出力電流がインバータ定格電流を超過した場合。 

■モータ過負荷になっていないか。 

■インバータ容量を大きくする。 

EoL1 

電子サーマルリレー1の保護が作動。 

■Pr.06-14 の設定値確認。 

■モータ容量を大きくする。 

EoL2 

電子サーマルリレー2の保護が作動。 

■Pr.06-28 の設定値確認。 

■モータ容量を大きくする。 
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表示 アラーム内容 

oH3 

モータ内部の保護レベル(Pr.06-30)を超えている。 

Pr.06-29＝0(デフォルト)の場合は、警告して操作を続行します。 

Pr.06-29＝1,2 の場合は停止します。 

■モータ回転が鈍っていないか。 

■周囲温度が高すぎないか。 

LiT 
速度モードで過速度エラー 

STOP / RESET ボタンでリセットします。 

cF1 内部メモリの書き込みエラー 

cF2 内部メモリの読み出しエラー 

cd1 

U 相の電流値に異常を検出 

■電源を落とし、再度運転してください。 

■再起動しても、再び同アラームが生じた場合はメーカに送付しメンテナンスが必要です。 

cd2 

V 相の電流値に異常を検出 

■電源を落とし、再度運転してください。 

■再起動しても、再び同アラームが生じた場合はメーカに送付しメンテナンスが必要です。 

cd3 

W 相の電流値に異常を検出 

■電源を落とし、再度運転してください。 

■再起動しても、再び同アラームが生じた場合はメーカに送付しメンテナンスが必要です。 

Hd0 電源 ON 時 ハードウエア保護エラー(電流クランプ) 

Hd1 電源 ON 時 ハードウエア保護エラー 

AUE 

オートチューニングエラー 

モータパラメータのエラーを検出した場合。 

■モータ配線が正しいか確認。 

■モータ容量や仕様に対してパラメータ設定が正しいか。 

EF 
外部入力端子に障害があった時にインバータは出力停止する。 

■リセットボタンにより手動リセット。 

EF1 非常停止 

bb MI = bb の接点が ON の場合、出力は停止 

Pcod 

間違ったパスワードを 3回続けて入力 

■Pr.00-07 , 00-08 を参照 

■電源を再投入後、再度正確なパスワードを入力してください。 

CE1 
通信コードのエラー(不当なコード) 

■ファンクションコードが正しいか確認してください。 

CE2 
データアドレスのエラー(不当なアドレス) 

■アドレスが正しいか確認してください。 
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表示 アラーム内容 

CE3 
データ値のエラー(不当なデータ値) 

■データ値が最小～最大の範囲内にあるか確認してください。 

CE4 
通信エラー(データが読み取り専用アドレスに書き込まれた場合) 

■通信アドレスが正しいか確認してください。 

CE10 

Modbus 通信のタイムアウト 

■Pr.09-03 においてタイムアウト時間の設定を確認する。 

■通信配線の接続、状態確認。 

ydc 

Y-Δ切換えエラー 

■結線方法の確認。 

■パラメータの確認。 

oSL 

モータスリップに関するエラー 

スリップが Pr.07-29 の設定レベルを超え、Pr.07-30 の設定時間を超過した場合に生じま

す。 

■モータパラメータの確認。 

■負荷の確認。(負荷が高ければ軽減させる。) 

■Pr.07-29, 07-30 を確認。 

PGF5 PG カードのハードウェアエラー 

CE10 

Modbus 通信のタイムアウト 

■Pr.09-03 においてタイムアウト時間の設定を確認する。 

■通信配線の接続、状態確認。 

ydc 

Y-Δ切換えエラー 

■結線方法の確認。 

■パラメータの確認。 

oSL 

モータスリップに関するエラー 

スリップが Pr.07-29 の設定レベルを超え、Pr.07-30 の設定時間を超過した場合に生じま

す。 

■モータパラメータの確認。 

■負荷の確認。(負荷が高ければ軽減させる。) 

■Pr.07-29, 07-30 を確認。 

PGF5 PG カードのハードウェアエラー 

STL1 

S1–DCM 内部ループの異常検出(ハードウェア障害) 

■S1 端子の配線確認後、再度電源を入れ直してください。 

■入力電圧が 11V 以上であるか確認。(11V 以上にすること。) 

■その他、+24V 端子等のすべての配線確認後、再度電源を入れ直してください。 

それでも本アラームが発生する場合は、メンテナンスまたは交換が必要です。 

STL2 

S2 端子の内部ループエラーを検出 

■すべての外部配線に問題ないか確認してください。 

■再度電源を入れ直し再起動してください。 
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表示 アラーム内容 

STL3 

S1 および S2 端子の内部ループエラーを検出 

■すべての外部配線に問題ないか確認してください。 

■再度電源を入れ直し再起動してください。 

Aoc 

U 相の短絡を検出 

■配線を確認してください。 

 問題なければ再起動してください。 

boc 

V 相の短絡を検出 

■配線を確認してください。 

 問題なければ再起動してください。 

coc 

W 相の短絡を検出 

■配線を確認してください。 

 問題なければ再起動してください。 

OPL1 

OPL1：出力欠相 1(U相) 

OPL2：出力欠相 2(V相) 

OPL3：出力欠相 3(W相) 

 

■動力配線,制御線の確認。(緩みがないか等) 

■モータ容量とインバータ容量が一致しているか確認。 

■モータ内部配線を確認し、問題があればモータを交換してください。 

 (できれば三相電流がバランスをとっているか確認。) 

再起動後も同アラームが生じる場合は、メンテナンスまたは交換となります。 

OPL2 

OPL3 
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5 故障時の対応 
万一、故障が発生した場合は下記に従って処理してください。 

なお、油圧ユニット本体に関係する故障については別途【YA パック低騒音標準油圧ユニット】

の取扱説明書を参照して下さい。 

いずれにも該当項目がない場合は弊社サービス窓口までご連絡ください。 

 

5.1 故障原因と対策 

故  障 原  因 対  策 

①モータが運転 

出来ない。 

インバータに電源が投入されてい

ない、または規定の電源でない。 

インバータへ規定の電源を入力する。 

 

インバータの最高回転数設定値

が低すぎる。 

 

最高回転数の設定を上げる。 

 

 

インバータの減速開始圧力設定

値が低すぎる。 

 

減速開始圧力の設定を上げる。 

 

インバータ本体の保護機能が動作

している。 

 

4.1 項を参照してリセットする。 

リセット出来ない場合は弊社サービ

ス窓口までご連絡下さい。 

 

ポンプ負荷が大きい。 圧力または流量を下げる。 

②モータの回転 

 が不安定。 

圧力センサ出力がノイズにより

不安定になっている。 

 

ノイズ源を除去する。 

 

 

インバータの接地線が正しく接

続されていない。 

規定の接地を行う。 

（Ｄ種接地、接地抵抗 100Ω以下） 

 

加減速時間の設定が小さい。 加減速時間を大きくする。 

加速時間：Pr04-54 , Pr04-56 

減速時間：Pr04-55 , Pr04-57 

(出荷時設定：0.1sec) 

センサ感度が高い。 Pr03-15 圧力センサ入力端子(AVI 端

子)の遅れ時間を大きくする。 

Pr03-15(出荷時 0.00sec) 
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△注意！

5.2 プログラムを使用しない運転 
下記の方法で運転モードを変えることで、任意の周波数を決め、モータを一定回転数で運転する

ことが出来ます。 

なお、この場合は常に回転数一定で従来の運転方法となりますので、省エネ効果はありません。 

注意 本モータはインバータ駆動専用です。商用電源を直接モータに接続しないでください。 

故障の原因になります。 

 

【作業方法】 

① インバータの Mode キーを操作して「PLC1」を表示させる。 

② ダイヤルを回して「PLC0」に合わせ、ダイヤルキーを押し込んで決定する。 

       

③ Mode キーで周波数設定画面にした後、任意の周波数を入力します。 

     

④ Run ボタンを押すと始動します。 

 

6 保守・点検 

6.1 日常点検項目 
この製品は通常に使用している間は定期分解検査の必要はありませんが、日常的に点検を行っ

て頂くことにより重大な故障に至ることなくご使用頂けます。 

なお、油圧ユニット本体については、別途【YA パック低騒音標準油圧ユニット】の取扱説明書

を参照して下さい。 

点検項目 周期 内容 方法 判断 

周囲環境 毎日 「２．２仕様」を参照 － 仕様範囲内のこと。 

供給電源電圧 毎日 AC170～265V の範囲内か。 テスタで計測。 範囲内のこと。 

電気配線（注 1） 半年 配線被服材に亀裂等がないか。 目視・触手。 異常がないこと。 

インバータおよび 

モータの端子台（注 1）
半年 端子台締付部の緩みはないか。 増し締め。 緩みのないこと。 

 

 

注１．必ずインバータ制御盤への電源を OFF にして行って下さい。 

 

 

 

 

  

Enter 
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△注意！

6.2 メガテスト 
メガテストは主回路(インバータ端子台 R,S,T,およびモータ本体端子台 U,V,W)のみ 

DC500V メガテスタを使用して行って下さい。その他の端子（制御回路）は行わないで下さい。 

 

6.3 耐電圧テスト 
耐電圧テストはモータ本体のみ可能です。モータ本体の端子箱に接続されている電線を外して

行って下さい。 

 

 

インバータの耐電圧テストは行わないで下さい。半導体が劣化する可能性があります。 

 

6.4 インバータ本体について 
インバータは半導体素子をはじめ多数の電子部品から構成されています。 

一部部品については物質上、経年劣化が予想され、性能低下、故障へと波及しますので予防保全

のために定期的に交換することをお勧め致します。 

部品交換については弊社サービス窓口までお問合せ下さい。 
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7 保管・輸送 

7.1 保管 
本製品は屋内で、保管・管理をしてください。 

● 保管温度範囲 ： 0℃ ～ 50 ℃（凍結のないこと） 

● 保管湿度範囲 ： 85%RH 以下（結露のないこと） 

なお、錆・腐食・シール類の劣化などを避けるため、下記のような場所 

には保管しないでください。 

● 直接風雨の影響を受ける恐れのある場所 

● 有機溶剤・酸・アルカリなどの薬剤の近くおよび気化ガスの影響を受ける恐れのある場所 

● 温度差が大きく、結露が発生する恐れのある場所 

 

7.2 輸送 
輸送前には、下記のような処理が施されているか確認の上、上記事項にも注意し多大な衝撃を 

与えないよう、輸送してください。 

● タンク内の油が抜き取られている 

● 使用するポートがプラグなどで閉止されている 

● インバータボックスの扉が確実に閉まっている 

 

 

8 廃棄方法 
本製品を廃棄する場合は、産業廃棄物に該当します。従って、本体・部品および作動油の廃棄に

ついては、産業廃棄物処理法に基づき、所定の手続きを行った上で、産業廃棄物処理業者に委託

して、処理してください。 
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9 サービス窓口 
       弊社製品に関するご要望、サービスのご依頼などは、ご購入の販売店、弊社営業所あるいは 

下記にお申し付けください。 

   

●油研工業株式会社 

 東京支社 

〒105-0012  

東京都港区芝大門 1-4-8 

（浜松町清和ビル） 

TEL (03) 3432-2111 

FAX (03) 3436-2344 

 ●油研工業株式会社 

 大阪支社 

〒550-0011  

大阪府大阪市西区阿波座 1-4-4 

（野村不動産四ツ橋ビル） 

TEX (06) 6537-0030 

FAX (06) 6537-0078 
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